
平成２９年１１月
鹿 児 島 県

ご し まの農業農村

P1【志布志市有明町，曽於郡大崎町 第四曽於南部地区】

畑かん施設整備を契機とした経営規模拡大により

P3
【大島郡伊仙町 阿権地区】

畑かん施設整備を契機とした高収益作物の導入により

P5【日置市吹上町 花田地区】

多様な主体の参画（水土里サークル活動）により

第四曽於南部地区

花田地区

阿権地区

農業生産額が増加

農業所得が増加

地域コミュニティーを強化



【畑地かんがい整備（第二次整備） 】
国営かんがい排水事業（H1 20）
畑地帯総合整備事業（H12 33）

● 平成10年に新規就農
● 平成14年に大学の同級生３人で
法人化
● 基幹作物：葉ねぎ
● 作付面積：約５ha
● 雇用：常時14名，臨時6名

畑地かんがい営農ビジョンに基づき，受益農家と
関係機関・団体が一体となって畑地かんがい営農を
推進

①畑地かんがい営農ビジョン策定（H20.3 ）
策定主体；曽於畑地かんがい営農推進本部

②実証・展示ほ場，畑かんマイスターの活用

設 立 時

脱サラ同級生３人
「情熱・努力・感謝」で会社設立

区画整理や畑地かんがいなどの条件整備を行い，規模拡大に対応した営農を応援

畑地かんがい営農推進

輝北ダム（水源池）

主な支援事業

○位置
鹿児島県
志布志市，大崎町

○営農ビジョン推進品目
・だいこん，キャベツ，にんじん，レタス，
はくさい，ごぼう，さといも，かぼちゃ，
さつまいも，茶 など

○その他基幹作物
・葉ねぎ

地区の概要

ファームポンド

基 盤 整 備 の 取 組 内 容

不安定な地下水
を水源とした
水利用

○ 不安定な地下水依存の営農から，通水を機に畑地かんがい用水を活用し，生産規模を拡大
○ 自走式散水器具を活用し，かん水作業の軽減と生産性の向上を実現

畑地かんがいの整備と共に発展する農業法人
鹿児島県大隅半島 A法人の事例  

取
組
の
概
要

【志布志市･大崎町（第四曽於南部地区）】

通水前の水源の様子
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作付面積・生産額の推移

キャベツの栽培

ヤギの放牧による舌刈り

取 組 に よ る 効 果

自走式散水器具で労力軽減

「やごろうスイカ」の栽培

イノシシのくくり罠の準備

【営農規模】約89ha
【基幹作物】だいこん，葉ねぎ，キャベツ
【雇 用】役員３名，常時32名，臨時6名

通水を機に生産が急拡大

「やごろうスイカ」の栽培

生産現場

説明の写真 等

○自走式散水器具（スマートレイン）等を
積極的に導入し労力を軽減。

○散水器具研修会にも参加し，かん水
技術取得中

安定した農業用水により
施設栽培も拡大

説明の写真，グラフ 等

○畑地かんがい用水が確保されたこと
により計画的な作付・出荷が可能とな
り販路拡大を展開
○安定した農業用水により施設の規模
拡大中

担い手の確保・育成

担い手育成・雇用拡大

説明のグラフ，表，写真 等

○研修会での事例発表や農業大学生
の研修受け入れ，卒業後の雇用等
担い手・新規就農者を支援

地域の雇用が拡大

説明の写真

○葉ねぎの出荷調整作業は，５０名の
パート雇用により実施
○規模拡大ととともに雇用を拡大
常時雇用１４名 ⇒ ３２名（２.３倍）

Ａ法人の通水後の経営状況

Ａ法人の施設

2



○主要作物
さとうきび，ばれいしょ，飼料作物

○国営事業
【ダム等整備】
●国営かんがい排水事業（H７ 29:徳之島用水地区）
※H28年２月から一部試験通水開始

○県営事業（国営附帯事業）
【区画整理】
●畑地帯総合整備事業（担い手育成型）（H16 26）

【畑かん施設整備】
●畑地帯総合整備事業（担い手支援型）（H26 33）

○徳之島地域総合営農推進本部等による受益農家への各種支援

○河川等の水源が少ない離島では
夏場に干ばつ被害が度々発生
○また，台風の常襲地帯であり
さとうきびを基幹作物とした
農業経営は不安定

○ 国営及び県営によるダム，畑かん施設整備による天候頼みの不安定な農業経営からの脱却。
○ 畑かん施設を利用したかん水による労力・経費の大幅な軽減。
○ さとうきび中心の作付体系から高収益作物の導入による農業所得の向上。

畑かん施設整備を契機とした高収益作物「かぼちゃ」の導入により農業所得が増加

取 組 前

取
組
の
概
要

【徳之島 伊仙町･阿権地区】

恒常的な水不足等による
不安定な農業経営

区画整理，畑かん施設の整備や畑かん営農の推進

主な支援事業

基 盤 整 備 の 取 組 内 容

あごん

天候頼みの
不安定な
農業経営

さと う きび ばれい し ょ

徳之島ダム 散水状況（さとうきび）

水利用組合設立の支援受益農家に対する現地研修会

地区の概要

阿権地区

○位置
鹿児島県大島郡
伊仙町阿権地内

徳之島
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キャベツの栽培

整備前

「やごろうスイカ」の栽培

畑かん施設の利用による労力・経費の軽減

整備後

高収益作物の導入による農業所得の向上

○給水スタンドで500㍑タンクに
貯水し，畑に移動してエンジン
ポンプによりかん水

○給水栓を開栓することで容易
に散水することが可能

⇒ 10アール当り年間4,638円の経費節減。

【阿権地区における春かぼちゃのかん水効果実証結果による収益の比較】

出典：鹿児島県大島支庁徳之島事務所農業普及課調べ（平成28年度）

【春かぼちゃの作付・生育状況】 ※徳之島地区畑かん営農ビジョン戦略品目

（整備後）

塩ビ管一式（170千円／5年） 13,055円

畑かん賦課金（ 5千円／年） 5,000円

給水施設設置 ・ 撤去 費用 11,680円

計 29,735円

（整備前）

ほ場と給水スタンド往復の労力 32,850円

エ ン ジ ン ポ ン プ 燃 料 代 1,523円

計 34,373円

【散水にかかる経費の比較（作物名：かぼちゃ，チューブかん水）】

取 組 に よ る 効 果

1,191 

2,001 

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500

かん水無 かん水有

10a当り生産量
(kg/10a)

68％
増加

114 

331 

0
100
200
300
400

かん水無 かん水有

10a当り農業所得
(千円/10a)
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⇒ 収量が６割以上増加し，農業所得も約３倍に増加。

かん水無
（A農家）

かん水有
(B農家）

比　較 備　考

1,191 2,001 810 　68％増加

472,007 769,140 297,133

358,135 438,434 80,299 収量増分の流通費等

113,872 330,706 216,834 　2.9倍増加

24.1% 43.0% 18.9%

区　　分

農 業 所 得  (円/10a)

所   得   率　　　(％)

生   産   量     (kg/10a)

農業経営費　　 (円/10a)

粗　 収　 益　 　(円/10a)

※「かん水無」ほ場においても，従来方式によるかん水は実施している。

○H28年1月植付け → 従来方式散水 → 2月中旬以降畑かん利用開始 → 5月収穫
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○ 地域通貨「花田みどり券」を活用し、水土里サークル活動の啓発・普及、地域活性化、参加者が拡大
○ 小学校との連携、景観形成の活動、農村文化の伝承を通じた地域コミュニティを強化

多様な主体の参画（水土里サークル活動）により地域コミュニティを強化

取
組
の
概
要

【日置市吹上町･花田地区】
はなだ

資源向上（共同）

農地維持

取 組 内 容 ①

資源向上（長寿命化）

ひび割れの補修

水路の泥上げ 農道の草刈り 施設の点検

生き物調査植栽活動

水路の更新 コンクリート舗装 ため池の浚渫

○組 織 名 花田地区水土里クラブ
○場 所 鹿児島県日置市吹上町花田
○取 組 面 積 139.8ｈａ（田 54.6ha、畑 85.2ha）
○対 象 施 設 開水路 20.3㎞、農道 27.9㎞、

ため池 3箇所
○主な構成員 農業者、7自治会、6水利組合、地区公

民館（婦人部・高齢部・壮年部など）
○交付金(H28) 897万円（農地維持、資源向上（共同・

長寿命化）
○取組開始年度 平成24年度 
○組 織 図

○花田地区の人口（Ｈ29.4月現在） 約750人

地 区 の 概 要

み ど り
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キャベツの栽培

ヤギの放牧による舌刈り

取 組 に よ る 効 果

「やごろうスイカ」の栽培

イノシシのくくり罠の準備

【活動への参加人数】
○ 平成24年度の活動への参加数 約1,100人が、平成
28年度は約1,850人参加
○ 半数以上が非農業者で占め、地域共同活動への参加意
識も向上

【地域活性化】
○ 地域通貨券を花田地区内のお店での利用とすることで
地域の活性化が図られている。
○ 閉店を考えていたお店が継続して営業をしてくれてい
る。

○農業体験を通じた小学校との連携で、
保護者にも活動のＰＲにつながっている。

小学校との連携

地域通貨の活用で参加促進と地域の活性化

活動への参加人数

取 組 内 容 ②

○「みんなで守ろう花田地区」をキャッチ
フレーズに活動目的を共有化。

○活動の日当として、地域通貨券を発行
し、花田地区内にあるお店での使用とし
た。

地域通貨「花田みどり券」

農業体験を通じた小学校との連携で活動のPR

○子どもの参加で農村文化の継承と地域
コミュニティの活性化につながっている。

農村文化の継承

農村文化の継承で地域コミュニティの活性化

約1.7倍

※5年後の参加人数目標：2,000人
（27年度に目標設定）

地域活性化
利用率90%

利用率95%

農業者

非農業者
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